
〈 １ 〉

１　フットボールセンターの整備について（新規）

　本市では、海竜スポーツランドや元気の森公園パークゴルフ場、新湊マリー

ナ等のスポーツ施設が立地し、世界で最も美しい湾クラブにも選ばれた富山湾

や海王丸パーク、新湊大橋の絶景を望みながらスポーツのできる「富山新港東

埋立地」をフットボールセンターの事業予定地として選定し、用地等の諸課題

を整理しながら事業化を図りたいと考えています。

　これにより、県西部におけるフットボール競技の振興や東埋立地の環境整備

に資するとともに、県内外からの多くの利用者が見込まれることから、交流人

口の拡大による経済効果が期待されます。

　つきましては、富山新港東埋立地の利用に関する柔軟な対応とフットボール

センターの整備について格別のご配慮をお願いいたします。

土 木 部 港 湾 課

総合政策局スポーツ振興課
県

位　　　置　　　図

事業箇所事　　業　　名

フットボールセンター

整 備

事業主体 事 業 概 要 等

ＦＩＦＡ規定の人工芝フィールド２面､

フットサルコート１面､夜間照明施設､

防球ネット、クラブハウス、駐車場

射水市

海竜町地内
市

海王丸パーク海王丸パーク

元気の森公園元気の森公園

新湊マリーナ新湊マリーナ

海竜スポーツ
ランド

海竜スポーツ
ランド

海老江
海浜公園
海老江
海浜公園

整備予定地

●事業概要



〈 ２ 〉

２　学校教育施設の整備について（継続)

　本市では、児童生徒の安全・安心の確保と教育環境の充実を図るため学校施

設の環境整備を計画的に進めています。

　特に、老朽化している学校施設においては、教育環境の悪化が懸念されてお

り、学校教育の機能面で支障をきたしています。

　また、学校は、災害時の緊急避難場所として、地域の防災拠点の役割を果た

すことが求められています。

　つきましては、学校教育施設整備の事業費配分について格別のご配慮をお願

いいたします。

文部科学省大臣官房文教施設企画部

教 育 委 員 会 教 育 企 画 課

国

県

校舎棟　　　　　 4,013㎡

体育館棟　　　　 1,061㎡

グラウンド　　　10,396㎡

プール　　　　　　 400㎡

校舎棟　　　　　 6,618㎡

体育館棟　　　　 1,426㎡

武道場棟　　　　　 576㎡

グラウンド　　　15,197㎡

校舎棟　　　　　 8,061㎡

体育館棟　　　　 1,646㎡

武道場棟　　　　　 525㎡

グラウンド　　　42,092㎡

市

市

市

歌の森小学校整備事業

【継続】

平成28(2016)年度～

令和３(2021)年度

小杉南中学校整備事業

【継続】

平成28(2016)年度～

令和２(2020)年度

大門中学校整備事業

【継続】

平成30(2018)年度～

令和５(2023)年度

大規模改造

（１～３期）

屋外教育環境整備

プール改築

大規模改造

（１～３期）

屋外教育環境整備

長寿命化改良

（１～５期）

屋外教育環境整備

事　　業　　名 事　業　箇　所 事 業 概 要 等事業主体

歌の森小学校 小杉南中学校 大門中学校



〈 ３ 〉

３　小中学校の英語教育の充実に対する財政
　　措置について（再要望）

　令和２年度から実施される新学習指導要領において、小学校で英語が教科化と

なることから、授業時数の確保や指導体制の充実を図るため、全国的に英語を指

導する人材の確保が急務となっています。

　本市においては、これまで、新学習指導要領の先行実施として、小学校に外国

語活動指導員を配置するとともに、昨年度からＡＬＴ（外国語指導助手）も配置

しています。

　ＡＬＴの配置については、児童が生きた英語に触れることにより、学習意欲の

向上と指導体制の充実を図るため、全国の自治体において進められておりますが、

指導スキルが高い人材の確保及び雇用管理体制の確立の観点から、多くの自治体

において、民間事業者のＡＬＴを配置しているのが現状です。

　しかしながら、民間事業者のＡＬＴや外国語活動指導員の配置については、国

からの財政支援がなく、自治体財政を圧迫しています。

　つきましては、新学習指導要領の全面実施後、ＡＬＴの需要はますます増加す

ることが予想されることから、英語教育の充実に向け、ＪＥＴプログラム以外の

民間事業者のＡＬＴ及び直接雇用の外国語活動指導員に対する財政支援について、

格別のご配慮をお願いいたします。

文部科学省初等中等教育局

教 育 委 員 会 教 職 員 課

教 育 委 員 会 小 中 学 校 課

国

県

年　度 Ａ　Ｌ　Ｔ 外国語活動指導員

平成２９年度 中学校：４名 小学校：４名

平成３０年度 小学校：４名　　中学校：４名 小学校：４名

令 和 元 年 度 小学校：４名　　中学校：４名 小学校：４名

射水市のＡＬＴ等配置状況



高岡市高岡市

射水市射水市

②②

③③

①①

〈 ４ 〉

４　庄川直轄河川改修事業の整備促進について
　　（継続)

　庄川流域の新湊、大島及び大門地区では、堤防高・堤防断面不足により流下
能力が低い箇所や河岸の洗掘・侵食の恐れがある箇所の背後に人家が密集し、
当地区全体にわたり重要水防箇所が多数あります。
　平成１６年の台風第２３号の出水では、氾濫危険水位を超えたため、庄西地
区や大門及び土合地区で避難勧告の発令、また平成３０年７月豪雨ではこれに
次ぐ水位となり沿線住民は自主避難を実施し、不安な一夜を過ごしています。
　国民の安全・安心の確保は、社会経済活動の基盤となるものであり、国にお
いての十分な対応を望むものです。
　つきましては、庄川直轄河川改修事業の早期完成について格別のご配慮をお
願いいたします。

国

土 木 部 河 川 課

高 岡 土 木 セ ン タ ー
県

財 務 省 主 計 局

国土交通省水管理・国土保全局

北 陸 地 方 整 備 局

富 山 河 川 国 道 事 務 所

位　　　置　　　図

庄 川 直 轄 河 川 改 修 事 業

事　　業　　名 事　業　箇　所 事業主体

庄川左岸・右岸（築堤）
庄川右岸（合流点処理）
庄川右岸（護岸）　　　

国

事業概要等

堤防築堤
合流点処理
急流河川対策

①庄川左岸新湊庄西地区　　　 築堤Ｌ＝200ｍ
　庄川右岸新湊庄川本町地区　 築堤Ｌ＝200ｍ
②庄川右岸大島北野地区　　　 和田川合流点処理
③庄川右岸土合地区　　　　　 急流河川対策

未整備区間

未整備区間

完
成
区
間

完
成
区
間

①①

庄川左岸①上流側から望む

未整備区間

未整備区間

完成区間
完成区間

庄川右岸②下流側から望む

庄川右岸③対岸側から望む

NN

庄川右岸①上流側から望む

和田川和田川 庄川庄川

完成区間完成区間未整備区間未整備区間 未整備区間未整備区間

(低水護岸工)(低水護岸工)



〈 ５ 〉

５　新庄川橋の架替えについて（継続）

　庄川に架かる新庄川橋は、一般国道４１５号及び一般県道堀岡新明神能町線

の重複路線であり、本市にとっては、庄西地区や伏木港に至る重要な橋です。

　現在、２橋（上下流）に分けて各１車線になっていますが、上流側の橋につ

いては、昭和１３年に改築され、築後８１年が経過しており、老朽化が進んで

います。

　また、万葉線の踏切が近いこと等から、ラッシュ時には著しい交通渋滞が生

じており、緊急車両の通行にも支障をきたす状況です。

　つきましては、新庄川橋の早急な架替えについて格別のご配慮をお願いいた

します。

　併せて、新庄川橋に並行して架かる万葉線庄川橋梁についても、昭和８年に

建設されてから既に８６年が経過しており、老朽化が大変進んでいることから、

架替えについて格別のご配慮をお願いいたします。

土 木 部 道 路 課

高 岡 土 木 セ ン タ ー
県

位　　　置　　　図

NN

新庄川橋 万葉線庄川橋梁

射水市役所
新湊庁舎　



〈 ６ 〉

６　万葉線の維持・活性化に係る支援措置に
　　ついて（継続）

　万葉線は、地域生活路線として極めて重要な役割を果たしていることから、

平成１４年度に富山県の支援と射水、高岡両市民等の参加・協力を得て、万葉

線株式会社が設立され、運営にあたっています。

　本市では、高岡市、万葉線株式会社と一体となって設備の更新やイベントの

実施等による維持・活性化を図るなど、関係機関と連携した利用増加・収支改

善対策に努めているところですが、運行や施設設備の更新に今後も多大な経費

を要することが見込まれ、将来の経営に大きな不安を抱えています。

　つきましては、万葉線に対する支援事業について格別のご配慮をお願いいた

します。

国

観光・交通振興局総合交通政策室県

国 土 交 通 省 鉄 道 局

北 陸 信 越 運 輸 局

高岡軌道線・新湊港線路線図

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
前

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー
前

西
新
湊

西
新
湊

高
岡
駅

高
岡
駅

重軌条化未整備区間

事業主体事　　業　　名

地 域 公 共 交 通

確 保 維 持 改 善 事 業

事業箇所 事　業　概　要　等

レールの重軌条化、枕木更新、道

床砕石更新等
万葉線株式会社

射水市

高岡市訪日外国人旅行者受入環境

整 備 緊 急 対 策 事 業
車両検査、多言語表示板の整備

位　　　置　　　図



〈 ７ 〉

７　庄川水系利賀ダムの建設促進について（継続）

　庄川水系利賀ダムは、平成５年に建設事業に着手しましたが、平成２２年に

「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」より「中間とりまとめ」が示さ

れ、ダム事業の検証が行なわれてきました。平成２８年８月にこの会議の審議を

踏まえ、国土交通省では利賀ダム建設事業の継続が方針決定され、昨年１０月に

は工事用道路の「利賀大橋」が完成するなど着実に進められています。

　しかし、平成１６年の台風第２３号の出水では、氾濫危険水位を超え、当時の

高岡市、新湊市、大門町の２市１町の１，４００世帯に避難勧告が発令され、ま

た、平成３０年７月豪雨では、これに次ぐ水位となり、地域住民は自主避難を行

うなど、改めて治水事業の重要性を認識し、事業の推進を強く望むものです。

　つきましては、流域住民の安全確保のため、利賀ダムの建設促進、特に、ダム

本体の早期建設着手について格別のご配慮をお願いいたします。

国

県

財 務 省 主 計 局

国土交通省水管理・国土保全局

北 陸 地 方 整 備 局

土 木 部 河 川 課

位　　　置　　　図

利 賀 ダ ム
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８　一般県道姫野能町線（都市計画道路北島牧野
　　作道線）の整備促進について（継続）

　本路線は、富山新港背後地と高岡市を直接結ぶ重要な道路であり、北陸新幹

線「新高岡駅」や能越自動車道へのアクセス道路として期待されています。

　また、一般国道８号及び一般国道４１５号を補完する道路でもあり、早期完

成を望む多くの声が市民から寄せられています。

　つきましては、本道路改良事業の整備促進について格別のご配慮をお願いい

たします。

土 木 部 道 路 課

高 岡 土 木 セ ン タ ー
県

位　　　置　　　図

事 業 箇 所事　　業　　名

一 般 県 道 姫 野 能 町 線

道 路 改 良 事 業

(都市計画道路北島牧野作道線)

事業主体 事　業　概　要

計画延長　３,８００ｍ

計画幅員　　　 ３０ｍ

高岡市能町～　

射水市作道地内
県

NN

第１期(暫定２車線)整備済区間
Ｌ＝２,０００ｍ

第２期要望区間
Ｌ＝１,８００ｍ

第 ２ 期 要 望 区 間

凡　　例

第１期(暫定２車線)整備済区間

国道４１５号から（射水市側）

(第２期要望区間)

国道４１５号から（射水市側）

(第２期要望区間)

主要地方道新湊・庄川線から

(第１期整備済区間)

主要地方道新湊・庄川線から

(第１期整備済区間)



〈 ９ 〉

９　一般国道４７２号（青井谷地内）の整備促進及び
　　一般県道小杉吉谷線の整備延伸について（継続）

　一般国道４７２号の青井谷地内は、一般県道小杉吉谷線を経由し、小杉ＩＣ

に流れる多くの車が通過する区間です。特に大型車の通過が多く、車両のすれ

違いにも支障のある状況となっています。

　また、道路が狭あいで住宅も連坦し、カーブ区間でもあることから見通しが

悪く、通学児童にとって非常に危険な区間となっており、地域住民からは危険

箇所の早期解消が強く望まれています。

　つきましては、本道路改良事業の整備促進及び野手地区からも通学する児童

の安全を図るためにも、一般県道小杉吉谷線の整備延伸について格別のご配慮

をお願いいたします。

土 木 部 道 路 課

高 岡 土 木 セ ン タ ー
県

位　　　置　　　図

事　　業　　名 事業主体事業箇所 事　業　概　要

一般国道４７２号道路改良事業

一 般 県 道 小 杉 吉 谷 線 道 路 整 備
県青井谷地内

計画延長　　 ４７０ｍ

計画幅員　　１４.５ｍ

延伸要望延長 １,４００ｍ

金山小学校金山小学校

NN

野手地区野手地区

整備中区間

整備延伸要望区間


